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３．事後評価結果 

○評点 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

ゼオライト膜を機能層とする分離膜の設計・機能向上について、支持体の構造設計・作成、高透過性、

ゼオライト膜形成の反応機構解析等、一定の成果が出ており評価に値する。一方で、国際的な学術誌へ

の投稿や特許出願が少なく、日本の分離膜研究の素晴らしさを世界的に認知・認識してもらうという観

点から、意識的・積極的な論文投稿、特許出願に取り組んでいただきたい。 

研究成果の産業への展開については、高度に設計された支持体構造、オレフィンの選択的分離等、次

のステージに具体的に移行しており、CREST発の分離技術として更なる発展を期待している。 

また、量子分子篩については、ゼオライトと炭素の複合ナノ多孔性材料による分離膜により、想定以

上の性能を示すシミュレーション結果が得られ、空間制御の視点で大きな概念の発展が認められた。こ

れらの研究成果は欧米の著名な科学誌数報で発表され、今後このコンセプトの世界的な進展が大いに期

待される。実材料でシミュレーション結果の妥当性を検討中であるが、本手法は同位体分離に限らず応

用可能性が極めて高いため、大きな研究対象に発展させるよう着実で堅実な基礎研究を継続していただ

きたい。 
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